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Ｑ
議
案
第
三
号
の
繰
入

金
は
ど
の
時
点
で
繰
り
入

れ
が
要
ら
な
く
な
る
の
か
。

Ａ
繰
入
金
は
、
起
債
の

償
還
金
額
に
よ
り
変
わ
っ

て
く
る
。
年
々
、
償
還
が

減
っ
て
き
て
お
り
平
成
二

十
年
度
の
起
債
償
還
金
約

三
千
八
百
六
十
万
円
、
平

成
二
十
一
年
度
が
二
千
六

百
九
十
万
円
、
平
成
二
十

二
年
度
が
二
千
二
百
八
十

万
円
と
順
番
に
減
っ
て
く

る
の
で
、
ど
の
時
点
で
と

明
確
に
は
言
え
な
い
が
、

他
の
諸
収
入
、
補
助
金
を

考
え
て
も
数
年
以
内
に
は

繰
入
金
は
ほ
と
ん
ど
い
ら

な
く
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
住
宅
新
築
資
金
債
権

回
収
職
員
は
、
い
つ
か
ら

ど
う
い
う
方
に
お
願
い
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
任

意
競
売
費
用
三
百
六
十
万

円
の
内
訳
は
。

Ａ
債
権
回
収
職
員
は
平

成
十
七
年
か
ら
、
元
金
融

機
関
の
職
員
で
債
権
回
収

に
非
常
に
詳
し
い
方
だ
。

任
意
競
売
費
用
は
抵
当
権

の
実
行
費
用
で
、
一
件
六

十
万
円
で
計
算
、
六
件
分

を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
議
案
第
二
十
二
号
で
、

前
納
報
奨
金
の
廃
止
の
提

案
だ
が
、
県
内
十
一
市
の

う
ち
、
九
市
が
廃
止
と
の

こ
と
だ
が
、
残
り
の
二
市

と
も
廃
止
す
る
の
か
。

Ａ
二
市
は
香
美
市
と
あ

と
一
市
で
、
残
る
一
市
は

検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
状
況
は
ま
だ
分

か
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
議
案
第
二
十
五
号
に

つ
い
て
、
基
金
は
二
億
七

十
万
円
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と

思
う
が
こ
の
お
金
は
ど
こ

に
入
る
の
か
。

Ａ
高
知
県
新
し
い
町
づ

く
り
支
援
交
付
金
は
、
十

九
年
度
で
終
了
、
十
七
年

度
は
合
併
を
す
る
に
当
た

り
、
電
算
の
統
一
費
用
に

ほ
と
ん
ど
使
用
。
十
八
年

度
、
十
九
年
度
は
、
取
り

崩
し
十
八
年
度
分
は
一
般

財
源
に
繰
り
入
れ
て
使
用

し
て
い
る
。

※
　
そ
の
他
、
暴
力
団
の

使
用
を
制
限
す
る
た
め
、

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
や
、
特
定

公
共
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
な
ど
を

可
決
し
た
。

市営住宅（前山）

※8、9ページの「審査した議案」をご参照ください
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Ｑ
議
案
第
一
号
に
つ
い

て
、
所
得
が
著
し
く
減
少

し
た
場
合
は
、
申
請
す
れ

ば
減
免
の
対
象
に
な
る
か
。

Ａ
減
免
の
項
目
の
中
に

所
得
の
減
少
に
よ
る
も
の

は
入
っ
て
い
る
。
減
免
の

基
準
と
な
る
数
字
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
広
域
連
合

で
作
成
中
で
あ
る
。

Ｑ
議
案
第
九
号
に
つ
い

て
、
二
十
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
特
定
健
診
は
、
二

十
四
年
度
に
は
受
診
率
六

五
％
が
目
標
と
な
っ
て
い

る
が
、
目
標
達
成
へ
の
取

り
組
み
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
基
本
健

診
は
集
団
健
診
の
み
で
あ

っ
た
が
、
二
十
年
度
か
ら

始
ま
る
特
定
健
診
は
個
別

健
診
（
各
医
療
機
関
で
自

由
に
受
診
）
も
取
り
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
個
別
健
診
を
重
視

し
、
受
診
率
の
向
上
に
つ

な
げ
る
考
え
で
あ
る
。
香

美
郡
医
師
会
と
の
連
携
の

も
と
健
診
の
勧
奨
に
力
を

入
れ
る
。

Ｑ
議
案
第
十
号
に
つ
い

て
、
地
域
支
援
事
業
費
が

前
年
度
よ
り
も
増
額
と
な

っ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
十
八
年
度
か
ら
第
三

期
介
護
保
険
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
法
改
正

に
よ
り
介
護
予
防
の
た
め

の
地
域
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
三
年
間
で

徐
々
に
事
業
を
拡
大
し
、

最
終
的
に
給
付
費
の
三
％

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
二
十
年
度
は
最

終
年
度
で
あ
り
、
事
業
費

が
増
額
と
な
っ
た
。

Ｑ
議
案
第
四
十
三
号
に

つ
い
て
、
契
約
内
容
及
び

指
定
管
理
料
は
。

Ａ
管
理
料
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
保
守
料
等
で
年
間

八
十
二
万
一
千
円
と
し

た
。
契
約
内
容
は
基
本
的

に
他
の
指
定
管
理
施
設
に

準
ず
る
が
、
一
部
リ
ス
ク

負
担
に
つ
い
て
、
建
物
の

修
繕
が
一
件
五
万
円
未
満

は
指
定
管
理
者
が
負
担

し
、
五
万
円
以
上
の
施
設

の
根
幹
に
関
わ
る
修
繕
は

市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
軽
微
な
修

繕
も
件
数
が
多
く
な
り
、

合
計
三
十
万
円
を
超
し
た

場
合
は
別
途
協
議
す
る
。

備
品
購
入
に
つ
い
て
、
十

万
円
未
満
は
指
定
管
理
者

が
負
担
し
、
同
様
に
三
十

万
円
を
超
え
る
場
合
は
別

途
協
議
と
し
た
。
以
上
の

内
容
を
協
定
書
に
う
た
っ

て
い
る
。

Ｑ
議
案
第
四
十
五
号
に

つ
い
て
、
週
に
何
回
の
診

察
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
週
二
回
で
火
曜
と
木

曜
で
あ
る
。
十
九
年
七
月

に
委
託
先
を
変
更
し
、
そ

れ
ま
で
年
間
二
十
人
台
の

の
利
用
で
あ
っ
た
が
、
十

九
年
度
は
二
月
末
で
八
十

七
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

Ｑ
議
案
第
四
十
八
号
に

つ
い
て
、
公
有
地
を
一
事

Ｑ
議
案
第
四
号
に
つ
い

て
、
取
水
施
設
改
修
工
事

は
合
併
補
助
金
を
一
〇

〇
％
活
用
し
て
、
猪
野
々
・

清
爪
地
区
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
他
に
も
こ
う
し
た

地
区
が
あ
る
か
。

Ａ
二
十
年
以
上
経
過
し

て
い
る
取
水
施
設
は
、
ほ

と
ん
ど
が
改
修
の
必
要
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
香

北
町
の
ほ
と
ん
ど
と
物
部

町
大
栃
・
五
王
堂
地
区
を

除
い
た
取
水
堰
、
土
佐
山

田
町
穂
岐
山
等
で
あ
る
。

Ｑ
下
水
道
会
計
で
繰
り

上
げ
償
還
す
る
事
に
よ
っ

て
い
く
ら
利
息
が
違
う
か
。

ま
た
、
他
に
繰
り
上
げ
償

還
で
き
る
も
の
は
な
い
か
。

Ａ
約
一
億
五
千
万
円
の

違
い
と
な
る
。
利
率
五
％

以
上
の
も
の
に
つ
い
て
と

業
者
に
無
償
で
提
供
す
る

契
約
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

前
例
は
過
去
に
あ
る
の
か
。

Ａ
本
市
で
は
こ
の
よ
う

な
前
例
は
な
い
。
今
回
の

事
例
は
旧
物
部
村
の
事
業

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、

当
時
に
土
地
を
無
償
で
提

供
す
る
形
に
な
っ
て
い
た
。

繁藤診療所



決議案の要旨

地方は基盤整備が大幅に遅れ

ているのが現状である。都市と

地方の格差、生活格差の是正の

ためにも、真に必要な道路整備

は喫緊の課題である。

香美市にとっては、国道195号

の二次改良事業の早急な推進、

高知山田線（あけぼの街道）に

直結する路線の整備が、香美市

の発展のため早期に実現される

ことを希求する。

よって、国においては、現行

の道路特定財源の暫定税率を堅

持し、関連法案を年度内に成立

させるよう要望する。
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の
規
制
が
あ
り
、
五
％
以

下
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

Ｑ
財
政
状
況
が
厳
し
い

自
治
体
で
な
い
と
認
め
な

い
と
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、

変
わ
っ
て
き
た
の
か
。

Ａ
繰
り
上
げ
償
還
の
承

認
を
得
る
た
め
に
は
、
保

証
金
以
上
の
公
営
企
業
健

全
化
計
画
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

一
環
と
し
て
、
一
名
を
公

共
下
水
道
会
計
か
ら
農
業

集
落
廃
水
事
業
会
計
へ
配

置
す
る
。

Ｑ
下
水
道
管
が
破
損
し

管
内
診
断
委
託
二
百
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

地
質
だ
け
で
な
く
設
計
・

工
事
方
法
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

Ａ
検
査
は
、
カ
メ
ラ
を

入
れ
ず
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
注
水
し
て
、
マ
ン
ホ
ー

ル
間
に
鏡
を
入
れ
目
視
の

た
め
ヒ
ビ
割
れ
が
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

Ｑ
処
理
池
保
全
費
は
全

戸
対
象
の
場
合
、
二
池
で

二
億
五
千
万
円
で
あ
る
が
、

最
初
の
計
画
は
全
戸
加
入

で
あ
っ
た
か
。

Ａ
九
十
九
　
、
全
戸
加

入
で
二
池
を
設
置
し
た

が
、
加
入
率
四
八
・
五
％

の
た
め
、
一
池
に
集
約
し
、

撹
拌
方
法
変
更
等
、
経
費

圧
縮
を
図
る
。

Ｑ
国
庫
補
助
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
補
助

率
・
終
末
処
理
地
の
場
所
、

進
捗
率
は
ど
う
か
。

Ａ
補
助
率
は
五
〇
％
で
、

終
末
処
理
場
は
県
道
山
田

龍
河
洞
線
沿
い
で
あ
る
。

二
十
年
度
は
、
受
益
面
積

一
八
　
の
う
ち
、
六
　
で

約
三
〇
％
程
度
で
あ
る
。

Ｑ
繰
り
上
げ
償
還
す
る

と
五
年
間
は
同
一
地
区
で

の
同
一
事
業
は
で
き
な
い

が
、
水
不
足
の
な
い
新
水

源
確
保
が
重
要
で
な
い
か
。

Ａ
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
。
本
年
度

か
ら
二
十
四
時
間
、
地
下

水
を
汲
み
上
げ
周
辺
井
戸

へ
の
影
響
等
調
査
を
行
い

井
戸
を
確
定
し
、
二
十
三

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し

た
い
。

Ｑ
議
案
第
三
十
八
号
に

つ
い
て
こ
の
二
年
間
に
、

こ
の
事
業
に
相
当
す
る
災

害
は
あ
っ
た
か
。

Ａ
十
九
年
度
、
土
佐
山

田
町
タ
カ
セ
と
香
北
町
五

百
蔵
地
区
で
実
施
し
て
い

る
。
二
十
年
度
に
つ
い
て

は
、
香
北
町
永
野
地
区
か

ら
要
望
が
あ
る
。

Ｑ
事
業
対
象
の
範
囲
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
崩
壊
に
よ
る
災
害
防

止
に
関
す
る
法
律
の
規
定

が
あ
っ
て
、
急
傾
斜
地
の

基
準
は
三
〇
度
の
傾
斜
が

条
件
で
、
対
象
戸
数
は
五

戸
以
上
、
そ
の
対
象
範
囲

の
中
に
公
共
施
設
の
有
無

等
の
基
準
が
あ
る
。

大
岸
眞
弓
議
員

こ
の
間
の
構
造
改
革
路

線
に
よ
る
格
差
と
貧
困
の

拡
が
り
に
加
え
、
原
油
高

に
起
因
す
る
諸
物
価
の
高

騰
が
暮
ら
し
を
直
撃
し
て

い
る
。
暫
定
税
率
は
廃
止

し
て
、
石
油
価
格
の
値
下

げ
を
す
る
こ
と
は
国
民
的

な
願
い
だ
。
道
路
特
定
財

源
が
な
く
な
れ
ば
、
道
路

が
全
く
で
き
な
い
よ
う
に

い
わ
れ
る
が
、
こ
の
間
の

地
方
交
付
税
の
削
減
は
、

道
路
特
定
財
源
に
匹
敵
す

る
額
で
あ
り
、
そ
の
方
が

深
刻
だ
。
世
論
調
査
で
も
、

市
民
の
望
む
道
路
整
備

は
、
緊
急
車
両
の
通
れ
る

道
や
、
通
学
路
の
整
備
な

ど
の
身
近
な
道
路
で
、
こ

う
し
た
整
備
は
ほ
と
ん
ど

一
般
財
源
で
手
当
て
し
て

い
る
。
道
路
特
定
財
源
の

使
途
も
問
題
で
、
総
額
方

式
が
利
権
や
ム
ダ
を
生
ん

で
い
る
。
不
要
不
急
の
道

路
計
画
を
見
直
せ
ば
、
暫

定
税
率
も
必
要
な
く
、
道

路
特
定
財
源
は
一
般
財
源

化
す
べ
き
だ
。

そ
れ
が
、
真
の
地
方
分
権

確
立
の
た
め
に
も
必
要
だ
。

竹
平
豊
久
議
員

本
市
の
置
か
れ
て
い
る

現
実
を
見
据
え
、
市
政
運

営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持

の
観
点
か
ら
、
道
路
特
定

財
源
の
確
保
と
地
方
の
道

路
整
備
事
業
の
推
進
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
。
物

事
の
本
質
か
ら
外
れ
、
政

治
的
思
惑
を
絡
め
発
言
す

る
一
部
国
会
議
員
や
、
地

方
の
置
か
れ
て
い
る
実
態

の
内
面
を
見
ず
に
評
論
を

繰
り
返
す
一
部
メ
デ
ィ
ア

に
迎
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
件
の
成
否
い
か
ん
に
よ

っ
て
は
、
本
市
の
運
営
は

も
と
よ
り
、
市
民
の
方
に

及
ぼ
す
影
響
は
ど
う
な
の

か
と
い
っ
た
部
分
に
軸
足

を
置
い
て
判
断
す
る
こ
と

こ
そ
、
地
方
議
会
の
あ
り

方
で
あ
り
、
課
せ
ら
れ
た

責
務
と
考
え
る
。

道
路
特
定
財
源
と
地
方
の
道
路
整
備

事
業
の
推
進
に
関
す
る
決
議
案

反
対
討
論

賛
成
討
論


